
■■  エエリリアア別別のの特特長長とと魅魅力力ああるるままちちづづくくりりへへのの取取りり組組みみ 
中心市街地を３つのエリアに区切り、エリアごとに目指すべき方向性を明確化し、特長と魅力あるまちづ

くりを推進します！ 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藤枝市中心市街地活性化基本計画 

～～質質のの高高いい暮暮ららしし  溢溢れれるる賑賑わわいい  ししずずおおかか中中部部のの生生活活・・交交流流拠拠点点～～  

藤 枝 市 

（（平平成成 3300 年年４４月月～～令令和和５５年年３３月月））  

  

概概要要版版  

  

 

巡りたいまち 藤枝青木 

明るくお洒落な街なみと、魅力的な個店や

スポットが生まれる「巡りたいまち」 

―公共公益機能と魅力的な個店の 

立地促進により回遊を創出するエリア 

 

住みたいまち 藤枝駅前 

生活しやすい便利な街なかライフを実現

する「住みたいまち」 

―暮らしを支える機能により街なか居住を

促進するエリア 

 

訪れたいまち 藤枝駅南 

志太榛原地域の中で、遊び・活動・交流の

中心となる「訪れたいまち」 

―広域的な商業機能などにより、活動・交流

を創出するエリア 

 

藤枝市中心市街地活性化基本計画 概要版           平成 30年 3月 23日  認定 
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   〒426-0034藤枝市駅前二丁目 1番 5号藤枝市文化センター内 
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■■  第第２２期期藤藤枝枝市市中中心心市市街街地地活活性性化化基基本本計計画画（（第第２２期期計計画画））のの概概要要  

＜まちづくりの方針＞ 

第２期計画では、第１期計画（計画期間：平成 20 年 4 月～平成 25 年 3 月）で浮き彫りになった、本市の中心市街地

における活性化の課題等を踏まえ、「来る人、住む人、充実満足 営み溢れ持続可能な“生活・交流都心”」をまちづく

りのテーマとして掲げ、平成 25年 4月～平成 30年 3月を計画期間として、取り組みを行いました。 

＜第２期計画のまちづくりのテーマ＞ 

「「来来るる人人、、住住むむ人人、、充充実実満満足足  営営みみ溢溢れれ持持続続可可能能なな““生生活活・・交交流流都都心心」」 

＜第２期計画の基本方針・目標・目標指標＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

■■  第第２２期期計計画画にによよるる成成果果とと課課題題  

＜第２期計画の活性化事業と取り組み＞ 

第２期計画では、「市街地の整備改善事業」、「都市福利

施設整備事業」、「住宅供給・住環境向上事業」、「商業活

性化事業」、「公共交通利便向上事業」の５分野、計 94 事

業を推進しました。 

94事業の内、完了は 31事業（33％）、着手済は 60事業

（64％）、未着手は３事業(３％)で、進捗率（完了・着手

済）は 97％となっています。 

 

＜第２期計画の指標の達成状況及びその要因分析＞ 

すべての目標指標において目標値を達成、過去最高値を記録！ 

指標① 歩行者通行量      指標② 従業者数        指標③ 居住人口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分 野 事業数 完了 着手済 未着手 

市街地の整備改善事業 12 5 4 3 

都市福利施設整備事業 14 8 6  

住宅供給･住環境向上事業 13 5 8  

商業活性化事業 49 11 38  

公共交通利便向上事業 6 2 4  

合 計 94 31 60 3 

 

■第２期計画に基づく活性化事業の取り組み状況 

 

観光・交流・活動
の創出 

広域都心づくり 

街なか居住によ
る駅北再生 

 

 

第 1期計画の課題 
第 2期計画の 
基本的方向性 

方向性② 

広域拠点性 

の向上 

方向性③ 

生活支援機能 

の充足 

方向性④ 

環境・防災 

機能の強化 

第 2期計画の基本方針・目標・目標指標 

社会潮流 
・少子高齢、人口減少 
・消費低迷、ネット通販 
・環境負荷軽減 
・防災意識の高まり 等 

市政方針 
・4つのＫ（健康・教育・環境・危機管理） 
・定住人口・来訪者の増加 
・安全・安心な街なか居住促進 
・広域連携の推進 
・集約型都市構造への転換 等 

 

 
①駅北で歩行者通行量

が減少 

・駅北再開発実現に時間

を要する 

・商店街の衰退・従業者

数減少、郊外流出 

②観光・交流需要の 

取りこぼし 

・観光、コンベンション

（大規模な会議）機能

不足、誘導不足 

③居住の場としての 

評価が低い 

・暮らしに直結する機

能、サービス店が不足 

※これらの課題に起因して、日常

的な来街頻度の減少など、地域

全体の衰退がみられる。 

方針１：集い・すごし・賑わうまちの実現 

目標１：人々が活発に活動・交流し、 
賑わうまち 

（活動・交流・観光の拠点づくり） 

・国際観光ホテルの誘導 、コンベンション（大
規模な会議）、バンケット機能の強化  

・情報発信、ブランドの強化 
・活動、コミュニティ拠点の形成  
 

目標２：志太榛原地域の核となるまち 

（商業や業務、公益等の広域拠点機能の集積） 

・広域的な商業・業務、公益機能等の誘導 

指標①：歩行者通行量（人/日） 

【基準値】 8,738 人／日（H23） 

 ⇒【目標値】 10,350 人／日（H29） 

10,350人／日（平成 29【目標値】） 

指標②：従業者数（人） 

【基準値】 907 人（H23） 

         ⇒【目標値】 1,230 人（H29） 

 

観光、交流で賑わい再生 

広域拠点性の向上 

方針２：質の高い徒歩圏暮らしの実現 

目標３：安全・安心に生活が完結し、 
持続するまち 

（生活支援・サービス充実、都市防災・環境貢献の推進） 

・再開発で住宅とともに、医療福祉、子育て・
高齢者支援等生活を支える機能を集積  

・低炭素化、都市防災への対応 

指標③：居住人口（人） 
【基準値】 9,732 人（H23） 

        ⇒【目標値】 10,000 人（H29） 

 

街なか居住で生活支援・環境貢献 

１ 

藤枝駅南口開発Ｂ街区複合施設整

備事業によるホテルオーレのオープ

ンや、BiVi藤枝内に大学駅前キャン

パスと産学官連携推進センターが設

置されたことなどにより、駅南地区

を中心とする回遊性が向上し、歩行

者通行量の増加に大きく寄与。 

商業地の地価上昇率が県内トップ

となるなど不動産価値の向上や、高

い広域性を有する法務局庁舎及びエ

ネルギー企業の本部施設の整備など

により、エリアの注目度が高まって

おり、各種事業者が相次いで進出。 

道路のバリアフリー化や公園等の

住環境整備、図書館や映画館などの

生活に付加価値をもたらす施設の整

備（第１期計画）や、各種イベント

の定期実施などにより、“住む場所”

としてのブランド力が向上した結果、

人気エリアとして活発な住宅供給が

行われ、販売も堅調。 

 

 

＜第２期計画の評価＞ 

 

 
第２期計画 

の成果 

◆事業の進捗率（完了・着手済の事業）は 97％を達成。 

◆すべての目標指標が過去最高値を記録し、目標値を達成しており、補完指標である宿泊者数、

公共施設利用者数については、平成 28年度時点で既に目標値を達成。 

◆駅南地区の商業地を中心に、中心市街地の不動産価値が向上。 

◆中心市街地での取り組みに対する事業者の評価は全体的に好印象。   等 

中心市街地 

の課題 

◆中心市街地に対する満足度は改善傾向にあるものの、依然として「不満」を感じる割合が高い。 

◆中心市街地の賑わいに対する事業者の評価は低い。 

◆中心市街地の南北において活性化の格差の指摘がある。 

◆小売業の経営状況は依然として厳しい。 

◆中心市街地内及び市全体の回遊・活動・交流活動が少ない   等 

 

 （補完指標の達成状況） 

●宿泊客数：２つの国際観光ホテルの開業などにより、平成 28年度時点で過去最高値を記録し、既に目標値を達成。 

 （基準値： 122,983人（H23）  目標値： 161,100人（H29）  最新値： 202,186 人（H28）） 

●公共施設利用者数：県立武道館の利用の増加などにより、平成 28年度時点で過去最高値を記録し、既に目標値を達成。 

 （基準値：1,004,398人（H23）  目標値：1,040,000 人（H29）  最新値：1,052,979 人（H28）） 

 

２ 
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1,230 
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10,000 
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方向性① 

活動・交流 

の促進 



 

■■第第３３期期計計画画のの概概要要  
これまでの取り組みで明らかになった課題に対応するべく、新たな基本方針、まちづくりのテーマ、目標、目標指標を掲げ、中心市街地のさらなる活性化を推進します！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題２ 駅北地区の魅力低下 

再開発事業の遅れや核となる施設の不足、古い街

並みや建物の立地等から駅北地区の魅力が低下 

 

課題１ 生活満足度の不足 

小売業の活力低下や魅力的な店舗が少ないこ

とから、中心市街地の生活満足度が低い 

 

 

 

社会潮流 

○激変する人口構造を見据えたまちづくり 
○都市機能や居住機能の集約による持続可能なまちづくり 
○利便性や付加価値等の多様化する価値観への対応 
○都市行政手法とその運用の変化（ストック活用によるマネジメント型まちづくり） 
 

市政方針 
○交流と賑わいの創出・コンパクトで利便性の高いまち 
○ふじえだ型コンパクト＋ネットワーク  ○賑わいと求心力のある中心市街地 
○人にやさしい歩行環境の創出      ○開業しやすい商業地 
○IoT技術による産業の活性化･教育環境整備 

 

『質の高い暮らし 溢れる賑わい しずおか中部の生活・交流拠点』 
前計画の「志太榛原地域の都心づくり」から次のステージに進むべく、住む人・来る人が中心市街地で質の高い生活や活動、交流を活発に行い、今後さらに進む人口減少や少子高齢化に

対応した持続可能で魅力溢れるしずおか中部を代表する生活・交流拠点を目指す。 

 

【目標１】都市機能集積による 

生活利便性の向上 

再開発事業の継続展開により、居住者や来街者

にとって必要な都市機能の集積を図り、生活利便

性の高い街なか環境を形成する。 

【目標２】個性的で魅力ある店舗の出店促 

進によるエリアの求心力向上 

個性的で魅力ある商業・サービスなどの店舗の

出店環境や活動機会を創出し、住む人や訪れる人

が歩きたくなる街なか環境を形成する。 

【目標３】街なかの活動・交流機会の創出に 

よる昼間の賑わいの向上 

活動・交流・回遊・滞留をもたらすしかけや環境

を整備し、子育て世代や女性層、学生、高齢者等が

活発に行き交う街なか環境を創出する。 

【目標４】中心市街地外との連携による 

街なかへの集客力の向上 

蓮華寺池公園など中心市街地外の集客資源との連

携強化を図り、相乗効果による賑わいと回遊ある街

なか環境を創出する。 

基本方針１ 

「付加価値の向上による、質の高い暮らしの実現」 

「街なかへの都市機能集積」と「個性的で魅力ある商業、サービス店舗等の出店促進」に取り組み、

質の高い街なか居住環境の形成を目指す。 

基本方針２ 

「活動・交流の促進による、賑わい溢れるまちの実現」 

「昼間の賑わいの創出」と「中心市街地外との連携強化」に取り組み、活発な活動・交流が行われる、賑わ

いと回遊ある街なか環境の創出を目指す。 

課題３ 昼間の賑わいの不足 

郊外店舗の立地や昼

間人口の流出から、中

心市街地の昼間の人通

りが少ない 

 

課題４ 回遊の不足 

観光・活動・交流資源の不足、中心市街地外との連

携の不足により、エリア内・市内での回遊が乏しい 

 

 

 

 

再開発事業等の実施により都市機能の集積を

図り、街なかの生活利便性を向上し、居住人口

〔社会動態〕の増加を目指す。 

 

 

 

 

 

駅北地区に多く存在する空き店舗等の既存スト

ックを活用したリノベーション事業等の実施によ

り、商店街の空き店舗数の解消（減少）を目指す。 

 

 

 

 

街なかでのイベント開催や環境整備等により、中心

市街地内の回遊性を向上し、昼間の歩行者通行量の増

加を目指す。 

 

 

 

 

中心市街地外で開催されるイベント等との連携に

より、中心市街地の集客力の向上を図り、イベント来

場者数の増加を目指す。 
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指標１：居住人口〔社会増〕（人） 

【基準値】 93 人／年（H25～28）  

⇒【目標値】 103 人／年（H30～R4） 

 
 

指標２：空き店舗数（件） 

【基準値】 49件（H28）  

⇒【目標値】 36件（R4） 

 

 

指標３：昼間の歩行者通行量（人／日） 

【基準値】 7,356人／日（H29）  

⇒【目標値】 8,020人／日（R4） 

 
 

指標４：イベント来場者数（人／年） 

【基準値】 53,319 人／年（H28）  

⇒【目標値】 62,000 人／年（R4） 

 
 

空き店舗数は 

増加傾向にある 

〈中心市街地内のイベント〉 

 

〈中心市街地外のイベント〉 

 

連携 

 

〈藤枝市及び周辺市町の昼夜間人口〉 

〈藤枝駅周辺の満足度〉 

資料：藤枝市（駅周辺）のまちづくりに関するアンケート調査（H28.12 実施） 資料：藤枝市 

〈中心市街地の空き店舗の状況〉 

※各年度３月に調査を実施 

（H24,H26 は調査実施なし） 

※「空き店舗」の定義：以下の

条件をすべて満たす店舗 

 ①上記５商店街内にある 

（商店街の会員以外を含む） 

 ②現に店舗を営んでいない 

※H28は特殊要因（複合商業施設

開業による新規出店増）あり 
資料：H27 国勢調査を基に作成 

「藤枝駅周辺に買い物
に行くのが楽しい」の
満足度がきわめて低い 

３ ４ 

※１年間あたりの平均値 

※ 

※ 

周辺市町と比較して、

昼夜間人口比率が低い 



 

 

 

■■第第３３期期計計画画のの主主要要事事業業（（総総事事業業数数：：１１００３３事事業業））  
４つの目標を達成するため、第３期計画では行政、市民、事業者、商業関係者、大学など多様な主体が一体となって活性化事業に取り組んでいきます！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

都市機能集積による生活利便性の向上 

①藤枝駅前一丁目６街区第一種市街地再開発事業 

駅前商店街の中心部という立地

特性を活かし、利便性の高い商業

店舗や住宅等の整備を行い“街な

か居住支援拠点“を形成する 

 
②田沼一丁目３地区・１６地区マンション整備事業 

コンパクトな街なか居住空間を形成するため、駅に近接

する利便性の高い立地特性を活かした住宅供給を行う 

 
③子育てファミリー移住定住促進事業 

子育てファミリーが市内で新築住宅を建築又は購入す

る際に要する経費等に対して助成をすることで、子育て

ファミリーの移住促進及び市内人口の流出抑制を図る 

 個性的で魅力ある店舗の出店促進による 

エリアの求心力向上 

⑤リノベーション総合支援事業 

空き店舗等を活用したリノベーションの取り組みを推

進するため、ワークショップ（リノベーションスクール）の

開催やリノベーションのモデル実施等を行う 

⑥空き店舗等開業支援事業 

商店街等の空き店舗への出店者に対し、改装費の一

部を支援し、空き店舗の削減と新規出店を促進する 

④大学を核に、情報ビジネスで人の流れをつくる藤枝

“活動・交流都心”創造計画 

“産学官連携による情報・

ビジネス拠点”を形成し、

若者の定着及び地域産業

の稼ぐ力の向上を図る 

●トライアルスペース開設・運営事業／街なかストック

リノベーション事業 

起業希望者向けに試行的店舗の開設スペースの設

置や、空き店舗等への出店に向けた開業支援を行う 

●ICT活用・IoT導入促進による起業サポートの取り組み 

学生・起業希望者等への情報ビジネス体験学習等の

実施 

 

④ 

② 

青木中央公園 

⑦ 

② 

⑫ 

中心市街地区域 ：約 160ha 

① 

６ 

⑫青木地区回遊型イベント事業 

青木中央公園等の拠点施設を中心に店舗や施設と連携し

た回遊イベントを実施し、賑わいと回遊性の創出を図る 

⑨藤まつり連携事業 

県内有数の集客力を持つ中心市街地区域外のイベ

ント「藤まつり」と街なかイベントの同時開催やＰＲによ

り、公共交通の活用促進と賑わいの相乗効果を図る 

⑩さわやかウォーキング連携事業 

鉄道事業者主催のまちあるきイベントと街なかイベン

トの同時開催やＰＲにより、地域情報の発信や観光客

数増加等の相乗効果を図る 

 

道路空間等を活用した各種イベ

ント事業を毎月１回以上開催し、シ

ビックプライドの醸成を図る事業を

展開 

 

中心市街地外との連携による 

街なかへの集客力の向上 
 

街なかの活動・交流機会の創出による 

昼間の賑わいの向上 

⑦大学を核に、情報ビジネスで人の流れをつくる藤枝 

“活動・交流都心”創造計画【再掲】 

●静岡産業大学駅前キャンパス・藤枝市産学官連携推

進センター活動交流促進事業〔ICT活用〕 

産学官連携の拠点として情報ビジネスの創出や人材

育成、雇用マッチング等のソフト事業を展開 

●食メディア研究展開事業〔ICT活用〕 

㈱ABC Cooking Studio と協働し、食をテーマにした市

民公開講座・親子料理教室等を開催 

①藤枝駅前一丁目６街区第一種市街地再開発事業【再掲】 

ソフトバンク㈱との包括連携協定や

藤枝 ICT コンソーシアムの設立を生

かした、人材育成講座の定期開催や

街なかの回遊性促進事業の実施 

⑧ICTで人の流れを呼び込むまちづくりの取り組み 

（IoTを活用した次世代レンタルサイクルシステムの導入等） 

他地区：蓮華寺池公園 ⑨ 

中心市街地全体 

での事業展開： ⑤ ⑪ ③ ⑩ ⑥ ⑧ 

⑪駅周辺広場・道路空間賑わい創出事業（イベン

ト事業・イルミネーション事業） 

ント事業・イルミネーション事業） 

ト 


